
参加選手　関係者各位
潮　　勇　次

1. 事前の健康観察について

2. 競技について　出場選手の対応

・

・

・ 選手控場所は別記のとおり事前指定とします。走ったり押したりせずに安全に各チーム控場所へ向かってください。

・

・

・

＊プールサイドで携行するバッグ・袋については、商標による違反にならない物を使用してください。

・

・

3. 保護者の皆様へ

・

・

・

入場願います。 ＊許可証の発行には時間がかかるため、並んで待っていただくことをご了承ください。

・

・

・

4. その他

・

・ 待機場所を各チームで事前に確認し、必要に応じて防寒対策をご準備願います。

・

・

・

・

・

・

・

　　参加チーム引率者は、選手を送迎する保護者へ周知徹底願います。

大会当時の朝６時現在、三木市に気象警報発令の場合は選手は自宅待機とし、明石市水泳協会ＨＰ掲載の連絡

を注視して下さい。

競技役員の方々は役員ユニフォームまたは白いポロシャツ、紺のスラックス、白シューズ等をご用意下さい。

＊競技役員執務中は名札を付けてください。

競技役員及び参加チーム代表者は終礼に必ずご参加ください。

終了後の会場撤収には、各チーム１名のご協力をお願いします。尚、遠方のチームや出場選手保護者にはこの

協力を求めるものではありません。
前日（1/31）、午後８時より会場設営を行います。東播地区各チーム１名のご協力をお願いします。尚、遠方の

チームや出場選手保護者にはこの協力を求めるものではありません。

前日準備の際に受付を事前に行います。可能なチームは申込み一覧表及び参加申込金をご持参ください。

＊水泳関係者の車両は、体育館前アスファルト駐車場には駐車できません。この点については、

競技に配慮し、途中アップダウンの時間を短時間で確保します。

本年度の大会は、保護者の入場・観戦を可能とします。ただし、混雑を避け、皆様に安全に競技を観戦していただ
くために、以下の要領をご理解、ご同意いただいた上で入場してください。何卒、よろしくお願いいたします。
保護者入場は選手入場後、９時頃とさせていただきます。

入場の際には不審者対策として、入場確認証（撮影許可証を兼ねたワッペン１００円）を購入し、左肩に貼って

入場の際には、選手同様に下足用袋を用意し、上履きなしで入場願います。

小学生の保護者は館内待機を認めますが、選手（チーム）待機場所で一緒に待機していただきます。

＊スペースやチーム事情などで館内待機が困難な場合は、一旦館外へ出ていただきます。ご了承ください。

該当選手のレース時のみ２Ｆ中央スタンドでの観戦（ビデオ撮影）・応援を可能とします。ワッペンの競技Ｎｏ.以外

の保護者が観覧席に待機することは認められません。このルールを必ず守ってください。

選手はプールサイド及び体育室での飲食が禁止となっています。飲食スペースを譲りあって利用願います。

自動車でお越しの皆様は、送迎乗降車時のみプール来場者駐車場をご利用ください。その後は、停め置きできま
せん。（「駐車場についてご案内」参照）

＊レース後の選手は、タッチ板SEIKOの文字に低い姿勢で寄り、次レーススタート後、自レーンより退水します。

明石市水泳協会　　会長

第22回東播オープン冬季水泳競技大会開催にあたって

　新年あけましておめでとうございます。本年も水泳選手育成と主催大会の運営に尽力して参りますので、皆様のご支援

ご協力よろしくお願い申し上げます。

　本競技会では、選手・保護者の皆様のご協力で観客席のスムーズな入れ替えなど関係皆様のご理解のもと大会運営を

行ってまいりました。本年度も下記注意事項を遵守していただき大会運営にご協力をお願いいたします。

　最後になりましたが、三木市水泳協会、三木山総合運動公園屋内プールならびに各方面多数の方々のご理解とご協

力をはじめ、本競技会を開催するにあたりご支援をいただいたすべての皆様に感謝申し上げます。

各自において健康観察を励行し、体調が優れない選手は、この大会の参加を辞退してください。

朝の選手入場は ８時30分より開始します。到着した選手は、プール前に２列で整然と並び待機してください。

館内は土足厳禁です。入場時には上履きサンダル及び下足用袋を用意してください。

入場後は引率者の指示に従ってプールでのアップを開始していただきますが、参加者多数のため大変混雑が

予想されます。近隣スイミングスクールの選手は可能な限り各スクールでアップをした後に来場してください。

＊但し、遠方のスクール等はこの限りではございません。

プールサイドへは、男女更衣室より入退場してください。本部横通路は、競技役員用通路といたします。

選手はレースに際して、脱いだシャツなどを入れる大きめの袋を必ず用意し携行してください。

背泳ぎ、リレー種目以外の競技で、OVER THE TOP 方式を採用し、競技の進行を速めます。


